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他イケメン、キモメン、ごっつい黒人などモブの男が多数。 
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プロローグ 

こんにちは。私の名前はココ。 

海外の大学に留学して語学と文学の勉強中です。 

私の住まいは同じ大学に通う娘達住んでる女子寮。 

私みたいな留学生の女の子も沢山います。 

そのうち私が特に仲のいい女の子は３人。 

その子達と寝る前に私の部屋かコミュニケーションルームに集まって、 

お茶をすることが毎日の習慣になっています。 

 今日は私の部屋に皆で集まる予定です。…まだ 1 人きてないけど。 

 「リンダちゃん遅いわねえ」 

今、話しかけてきたのは絵を学ぶために芸術学部に留学している 

私の一番の親友のあかね。 

絵に対していつもとっても真面目でそこがちょっとかっこいいの。 

ただ興味が無いことには淡泊で、ちょっと変わったところもあるんだ。 

例えばブラジャーは絶対につけないとか。 

芸術家の気質ってこんなものなのかな。 

「えい、えい、えい！」 

「アリス、いつまで私のパソコンでゲームしてるの？」 

「ちょ、ちょっと待ってココ。今いいとこ…きゃああ！」 

 隣の部屋が大きく揺れて凄い音と振動が私の部屋に伝わってきた。 

 「んはあ！んはあ！くはああ！いくうう！」 

 …声も聞こえてきちゃった。いつもの事なんだけどもういい加減にして欲しいな。 

 「グスッ…グスッ…」 

 ああ、アリスが泣き始めちゃった。 

 アリスは気が弱くて男の人が苦手。 

だからこういう風な事は本当に怖がっちゃうんだよね。 

そんな性格が災いして引っ込み思案になっちゃって、 

農業を勉強する為に留学してるんだけど単位は大丈夫なのかしら？ 

 隣の部屋からのゆれと声はしばらく続いた。 

その間ずっと泣いてるバブルと、無関心のあかね。 

私というとそういう事が本当に嫌いだからうんざりしてた。 

だから部屋の空気は物凄く悪くなったの。 

で、声と揺れが治まってから 10 分くらいたってドアをノックする音が聞こえたの。 

 ドアを開けるとそこには…。 

「ごめ～ん、ココちゃん。用事を済ませててたら遅くなっちゃいました～」 



 

「なにが用事よリンダ！もういつもいつも本当にいい加減にして！」 

 家がお金持ちで、海外で遊ぶために留学してきているリンダ。 

大学と学年は私と同じなんだけど学部はどこなのか忘れちゃった。 

いつも男とこんな事ばっかりして本当に最低。 

 …良い面もあるんだよ。 

友達思いの姉御肌で英語がペラペラだから海外の生活に慣れない私達を 

よく助けてくれるんだよね。色んな悩み事にも積極的に相談にのってくれるし。 

「いやいや、本当に大切な事情があってしたことなのよ」 

「何が大切な事情よ！」 

「いやあ、危ないところを助けてもらっちゃいましてえ…」 

 

  



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

 

 



 

サンプルはここで終了です。 

詳しい展開は本編をどうぞ。 


